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＜連絡事項＞

・北山　幸博様～２/６（日）頃より睡眠の不安定さ、考えのまとまらない状態が見られていました。本日２/１０（木）スタッフや他患者様に対しての暴言、パソコンを持ち上げ破損させようとする行為見られています。病棟対応困難の為、川端Ｄｒに報告しています。Ｄｒ指示にて２/１０（木）１０：３０東病棟Ａ一般に移動となっています。

・吉田　光良様～本日２/１０（木）措置入院から医療保護入院に入院形態変更となっています。入院形態変更となり、入院費が発生してきます。御家族より入院費に関しての話があった時にはソーシャルワーカーの泉さんに連絡して下さい。

・中野三恵子様～御家族より主治医面談希望あり日程調節中です。昨日、家族教室に御家族参加された際に、面談日程を伝えています。後日、御家族より面談希望する日時の連絡が入る予定となっています。

・庄子まさ子様～御本人と御家族とで話し合い２/１８（金）退院希望されています。主治医問診に御本人より退院希望について主治医に伝えています。

＜作業報告・検討＞

・下野　正男様～作業目標についてスタッフと話し合っています。退院後、自宅に戻ってからも趣味的に行えるような作業を勧めていますが、現在漢字ドリルにのみ興味を示しています。漢字ドリルのみでは、書き終えると先に続かないのではないかと説明していますが「でもやりたい。持ち帰りやりたい」と話されいています。冬季は船乗りの仕事があまりなく休んでいるが３月位から仕事をするし、自宅がある階上町に帰ると酒屋が早く閉店する為に酒は買えないと飲酒に繋がるような発言聞かれています。

　　　　　　　　漢字ドリルに意欲的に取り組んでいますが、１つの物にのみ集中し取り組むのではなく、手伝い等いろんな物を体験して頂く様に提供していきたいと思います。

・清川　厚子様～２/７（月）病棟での事に対し不満を話され「もう帰る」と拒否的行動が見られています。理由問いますが何も話そうとしませんでした。病棟内では、特に不満等は聞かれずに穏やかに過ごされています。オリエンテーションは“毎日参加し生活リズムを整える事・１つの作品を途中で投げ出さずに完成させる事・決まり事は守る事”と３つの目標を設定しています。現在、パソコンと編み物を行っていますが、自分の思うようにいかないと「やらない」等と話され作品を途中で投げ出そうとする言動見られています。スタッフ介入し話しをしていますが、自らの言い分を通そうとしています。

　　　　　　　　拒否なく参加されている事を評価し、途中で作品を投げ出そうとする言動が見られた場合には、目標について話し合い振り返って頂きましょう。

・宮本　建蔵様～頭痛等の身体不調の訴え聞かれ、途中退席される事があります。また「考え事があるから部屋に戻る」と話される為、「部屋に戻ると体調は良くなるの」と問うと「いや治らない」と話されています。自室に戻るのではなく、作業室で落ち着き取り組んでみてはと話をしていますが、落ち着けず手を震わせ「戻ります」と話されています。以前は、手伝いに対し「いいよ」と笑顔で受け答え行っていましたが、現在は「出来ない」と話され拒まれています。共同作業では、他者と協力し意欲的に取り組んでいます。病棟内では「ここに居てはいけない」「施設について話を聞きたい」等と話され落ち着きのない様子見られています。

　　　　　　　　一人で行う作業に対しての意欲低下が見られている為、一人でではなく何人かで取り組める作業を提供していきたいと思います。どうしても作業に取り組めないとの訴えあった場合には、スタッフと話をして過ごしていけるように関わっていきましょう。

・曽我　正子様～２/８（火）頃より落ち着きのなさ、発言の多さ見られています。表情の明るさあり、作業への影響は見られません。

精神状態の不安定さにより、作品へのバラツキや他患者様への干渉が見られる方です。落ち着いて取り組んでいけるように見守り、他患者様への干渉が見られた場合には距離を取って頂きましょう。

・横山　耕生様～現在、不調の訴えなく御本人からも「調子がいい」と聞かれています。若干気分高めですが、作業に取り組む事は出来ています。気分高めについて問うと「○○さんと話をして楽しかった」と他者からの影響が見られています。個別作業ではパソコンに取り組み、共同作業でも他者と協力し合い意欲的に取り組んでいます。

　　　　　　　　意欲的に取り組んでいる事を評価していきましょう。他者との交流から気分高めの様子伺えていますので、人との関わり方・距離の取り方に注目し、落ち着いて取り組んでいけるように見守っていきましょう。

・中野三恵子様～作業には取り組む事は出来ていますが、活気のなさが見られています。特に訴えはありませんが、御家族の事を気にされている様子伺えています。

　　　　　　　　訴えがあった場合には、話を聞く等し対応をしていきましょう。

＜家族教室報告＞

· 長谷川　陽一様～長尾愛子様（母様）参加されています。

　　　　　　　　　面会時や外泊時等に「公務員試験を受ける。面接に行く。衣類がないので買ってきて欲しい」と事実とは異なることを話され、対応に困ると話されています。母様から、長谷川様は嘘をついている時に視線を合わせずに物を頼んでくるという情報ありました。そのような事が見られたら、会話する時は視線を合わせて話しをするようにと、御家族の方からも伝えてみてはどうかとアドバイスしています。又、病棟でも会話するときの表情や視線を観察していきましょう。

· 中野　三恵子様～中野弘之様（夫様）参加されています。

　　　　　　　　　病気・精神薬の説明に対しては、熱心に聞かれていました。現在、外泊時は家事を行うようになったが、出来ない部分については子供様に強要する事がある様子です。しかし、夫様は、患者様自身が出来る事が多くなり回復してきたのではないかと認めており、退院についても焦らず良い状態で家へ帰したいと話されています。又、会話時に傷つけないように・キレさせないようにと思い、本人に何を話して良いか分からないとの事です。普通に会話してみてはどうかとアドバイスし、会話時に変化が見られた場合はスタッフに報告するよう伝えています。退院時に使える社会資源について興味を持たれていたようです。面会・外泊時の様子について夫様に尋ね確認していきましょう。

· 布施　邦雄様～布施敏治様（父様）妙子様（母様）参加されています。

「共同作業で着いていけないから」との理由で水曜日の午後に面会にきて欲しいと依頼があるとの事です。その為、一緒に水曜日の作業を「どのような作業をやっているのか見たい」と伝え、一緒に作業に入ってみてはどうかとアドバイスしています。その際は、他者のプライバシーは守って頂きたい事を伝えています。又、気をつかい何を話していいのか困ると話されており、普段通りに、あまり「頑張れ」ではなく、一緒に病気を治して行こうという気持ちで関わってみるようアドバイスしています。作業見学に関しては、確認をとり、検討していきましょう。

· 堀内　泰子様～堀内健二様（息子様）中道美希様（娘様）参加されています。

現在の症状を聞かれた為、現在の状態について伝えています。入院前に、突然タクシーで仙台の方まで行ったり、スーパーでの迷惑行為が見られた為、退院後の生活や、症状の再燃が不安あるとの事です。又、日中はひとりで過ごす事が多く、薬を自分で調節したり、怠薬、断薬になる可能性がある事、生活リズムが乱れ昼夜逆転になる可能性がある事を話されています。服薬継続の必要性について説明し、御家族からも患者様へ常に服薬の必要性について伝えていくことが大切であるとアドバイスしています。退院後の生活については、主治医・看護師・ソーシャルワーカーと相談していきましょうと伝えています。病識の乏しさあり、以前、服薬しても薬を口腔内に隠していることあった為、病棟でも服薬の必要性を説明しつつ、きちんと服用されたか観察していきましょう。

· ３月に３回目の家族教室開催予定です。家族教室に参加して頂きたい御家族がありましたら検討をお願いします。

＜看護度評価・検討＞

・木ノ下ツヨ様～Ｃ－Ⅲ（症状は安定している・必要に応じた指導）

　　　　　　　　現在、週３回火・木・土曜日おやつ日と決めていますが「今日だったよねお菓子の日」と違う曜日に来られています。決められた曜日ではない事を伝えると「勘違いした」と話されています。以前には「毎日お菓子食べられるようになった」と話される事があります。決められた曜日以外に手渡すと、御本人も毎日摂取出来ると勘違いをされる可能性が考えられますので、決められた曜日以外は手渡さないようにしていきましょう。また、飲み物に関してもブラックコーヒー・お茶のみと決められたいますが、甘い飲み物を購入しようとする事がありますので、決められた物以外は購入出来ない事を説明していきましょう。本日２/１０（木）スタッフ室内清掃時にゴミ箱に煙草の吸殻が入っているにを発見しています。喫煙後には吸殻は灰皿以外には捨てない事、火災に繋がる為に危険である事を説明しています。理解はされている様子伺えていますが、喫煙後には関わりを持ち吸殻を持っていないか確認していきましょう。日中臥床傾向目立ち、夜間の喫煙やコーヒー飲用多く見られています。現在は、急性湿疹の為にプログラム等に参加されていませんが、日中は起きて過ごし夜間は休むように説明し生活リズムを整えて頂きましょう。看護度は継続していきます。

・濱谷　正志様～Ｃ－Ⅲ（症状は安定している・必要に応じた指導）

時折独語聞かれていますが、日課プログラムに支障なく落ち着かれ過ごされています。睡眠については、早目に入床され中途覚醒殆ど見られずにいます。御本人も「ぐっすり寝てます」と話されています。身辺整理では、以前よりタオルの汚れが目立っています。使用後に干して乾かすように説明していますが改善見られません。バスタオルについては、促しにて洗濯されています。また、ヘアーブラシの汚れが目立っている為に洗うように促すと「捨てて新しい物を買う」と話されています。新しい物を購入するのではなく、洗い清潔にし使用するように説明しています。説明には「買うのでなく、洗うのな」と納得はされています。コップについてですが、１つのコップを歯磨き・飲水に使用していた為に用途事に使い分ける事を目的に新たに購入しています。購入後には使い分けていましたが、時々歯磨きコップでコーヒーを飲まれています。黄緑のコップは歯磨き用・ピンクのコップは飲水用と使い分けが出来るように説明していきましょう。タオル・バスタオル・ヘアーブラシの汚れについては、使用後に干す・洗濯する・汚れを取るとの意識がつくように説明していきましょう。

